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技術仕様書

メモセンス CPS76D

メモセンステクノロジ搭載の pH および ORP 複合電極
プロセス、サニタリ、滅菌アプリケーション用
イオントラップ付き耐毒性リファレンス

用途

 サニタ リ および滅菌アプ リ ケーシ ョ ン （滅菌、 オー ト
ク レーブ）
- 発酵槽
- バイオテ ク ノ ロ ジ
- 医薬工業
- 食品産業

 プロセス制御およびプロセス監視 ：
- 急速に変化する pH 値
- H2S などの電極有害物の高い割合

ATEX および IEC 防爆認定取得

利点

 pH、 ORP、 rH 値 （rH モード の場合） の同時測定
 基準イ ンピーダン ス を測定する ための白金電極
 生体適合性の認定取得
 ブ リ ッ ジ電解液 と し てア ク リ ルア ミ ド が含有 さ れな

い新開発のゲル、 滅菌可能かつ化学的腐食に対する高
い耐久性

 CIP/SIP 洗浄、 オー ト ク レーブ対応
 発酵槽アプ リ ケーシ ョ ン向けに特別に設計 さ れた加

圧 リ フ ァ レ ン スシステム付きバージ ョ ン
 上下逆向きの設置が可能なバージ ョ ン
 効果的な温度補償を可能にする内蔵の温度センサ
 イ オン ト ラ ッ プ付き耐毒性 リ フ ァ レ ン ス に よ る長寿

命
 測定中のガ ラ ス破損および閉塞を検知 ：

- ガ ラ ス隔膜の抵抗
- イ ンピーダン ス抵抗

メモセンステクノロジによるその他の利点

 非接触式の電磁誘導信号伝送に よ り 最大のプ ロ セ ス
安全性を確保

 デジ タ ルデータ伝送に よ り データ セキ ュ リ テ ィ を保
証

 センサ固有のデータがセンサに保存される ため、 操作
が容易

 センサデータ をセンサ内に記録する こ と に よ り メ ン
テナン ス予測が可能
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機能と システム構成

測定原理 pH 測定
pH 値は測定物の酸または塩基特性の評価基準 と な る も のです。 測定物の pH 値に応じ て、 電極
のガ ラ ス膜が電気化学ポテンシャルを発生させます。 これによ り 、 隔膜の外層に H+ イオンが選
択的に浸透し ます。 その結果、 こ こ で電位と と もに電気化学的境界層が形成されます。 内蔵され
た Ag/AgCl リ フ ァ レン スシステムが比較電極と な り ます。
変換器はネルン ス ト の式に従って測定電圧を対応する pH 値に変換し ます。

ORP 測定
酸化還元電位 （ORP） は、 測定物内の酸化と還元成分のバラ ン ス を示す指標と な り ます。 ORP は
白金電極を使用し て測定し ます。 pH 測定と同様に、 比較電極と し て内蔵の Ag/AgCl リ フ ァ レ ン
スシステムが使用されます。

rH 測定
rH 値は溶液の水素分圧の負の対数と し て定義されています。 rH 値を計算する ためには、 溶液の
pH 値および ORP 値を同時に測定し なければな り ません。 以下の式を使用し て値を計算し ます。

rH = 2 x (mV/S) + 2 pH

pH = pH 測定値
mV = ORP 測定値 （mV） + 207 mV （Ag/AgCl システム）
S = pH 電極のス ロープ

rH 値はプロセス溶液の酸化または還元能力を示す指標です。 測定範囲は 0 ～ 42 です。 rH 値が
0 ～ 9 のプロセス測定物は還元能力が高 く 、 rH 値が 9 ～ 17 の場合は低 く 、 rH 値が 17 ～ 25 で
は中程度と な り ます。 また、 rH 値が 25 ～ 34 の場合は酸化能力が低 く 、 rH 値が 34 ～ 42 では高
く な り ます。

計測システム 計測システムは以下の機器から構成されます。
 pH/ORP 複合電極 CPS76D
 変換器 （例 ： リ キ ラ イ ン M CM42）
 測定用ケーブル CYK10
 サニタ リ 仕様の浸漬、 流通、 または リ ト ラ ク タブルホルダ （例 ： ク リ ーンフ ィ ッ ト  P CPA475）

a0017199

計測システムの例

1 pH/ORP 複合電極 CPS76D

2 リ キ ラ イ ン M CM42 変換器

3 測定用ケーブル CYK10

4 ク リ ーンフ ィ ッ ト  CPA475 リ ト ラ ク タブルホルダ 
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通信およびデータ処理 変換器との通信
pH/ ORP 複合電極付きのデジ タル メ モセン スセンサは、適切な機能 と メ モセン ステ ク ノ ロ ジを搭
載し た変換器に接続でき ます。
リ キ ラ イ ン CM42 （ソ フ ト ウ ェ アパ ッ ケージ 9 以上） および リ キ ラ イ ン CM44x （ソ フ ト ウ ェ ア
バージ ョ ン 01.04.00、2012 年第 4 四半期以降） 変換器がこれに該当し ます。 リ キ ラ イ ン CM42 を
ソ フ ト ウ ェ アパ ッ ケージ 9 以上にア ッ プグ レー ド する ためには、 フ ァ ーム ウ ェ アバージ ョ ン
1.01.01 以上のデジ タルセンサ入力モジュール FSDG1 が必要です。FSDG1 モジュールのフ ァーム
ウ ェアバージ ョ ンが 1:01:01 以下の場合は、 モジュールを交換し なければな り ません。 オーダー
番号は 51518007 （非防爆） および 51517469 （防爆） です。 ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージ 9 を CM42
にア ッ プロードする場合は DAT CY42-S1 を使用し ます。
メ モセン ス対応の古い変換器へのデータ伝送は制限付きで可能です （pH 測定のみ）。 場合によ っ
ては、 データ伝送ができないこ と があ り ます。

デジタルセンサがセンサ内に保存できる計測システムのデータ：
 製造者データ

- シ リ アル番号
- オーダーコード
- 製造日

 校正データ
- 校正日
- 25 ℃ （77 ˚ F） 時の校正済みス ロープ
- 25 ℃ （77 ˚ F） 時の校正済みゼロ点
- 校正オフセ ッ ト （ORP mV 測定モード）
- ス ロープ % （ORP % 測定モード）
- 温度オフセ ッ ト
- 校正回数
- 最終校正に使用された変換器のシ リ アル番号
- 校正データベース （ メ モセン スヘッ ド に最後の 8 回分の校正データ を保存）

 動作データ
- 温度範囲
- pH および ORP 範囲
- 初回設定日
- 最高温度
- 温度が 80 ℃ / 100 ℃ （176 ˚ F / 212 ˚ F） 以上での稼働時間
- pH 値が非常に高い / 低い場合の稼働時間 （ネルン ス ト 電圧 -300 mV 以下、 +300 mV 以上）
- 滅菌回数

信頼性 短い応答時間
セ ラ ミ ッ ク製接合部によ り 測定物が十分な速度で拡散され、 それによ り 短い応答時間が実現し ま
す。

高い長期安定性
発酵プロセス用に特別に設計された電極バージ ョ ン （コード BP） には、 非常に高い長期安定性
を保証する加圧 リ フ ァ レン スシステムが装備されます。

長寿命
リ フ ァ レ ン スは温度および圧力変動の影響を受けず、 イオン ト ラ ッ プによ る耐毒性があ り ます。
その結果、 センサは非常に長寿命と な り ます。

プロセス安全性の最大化
非接触式プラ グ イ ン接続を介し た測定値の電磁誘導伝送によ り 、 メ モセン スは最大のプロセス安
全性を保証し、 以下の メ リ ッ ト を も た ら し ます。
 湿気に起因する あ ら ゆる問題を解消し ます。

- 腐食の発生し ないプラ グ イ ン接続
- 湿気によ る測定値の誤 り がない
- 水中でもプラ グ イ ンシステムの接続が可能

 変換器は測定物から電気的に絶縁されています。
 デジ タル測定値伝送のシール ド対策によ り  EMC 安全性が保証されます。
 本質的に安全な電子部によ り 防爆区域で容易に使用でき ます。
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整合性 滅菌可能
電極は滅菌およびオー ト ク レーブ可能です（コード BPバージ ョ ン、30 分間で最高 140 ℃（284 ˚F）、
滅菌サイ クル最低 30 回）。

上下逆向き設置
コード BU 付電極は上下逆向きの設置に適し てお り 、 あ らゆる設置角度で取 り 付ける こ と ができ
ます。

デジタルデータ伝送によりデータセキュリティを保証
メ モセン ステ ク ノ ロ ジはセンサ内で測定値をデジタル化し、 これを干渉波の影響を受けない非接
触式接続を介し て変換器に伝送し ます。 
 センサの故障またはセンサ と変換器間の接続が遮断された場合、 自動エラー メ ッ セージが生成

されます。
 即時のエラー検知によ り 測定点の可用性が向上し ます。

使いやすさ
メ モセン ステ ク ノ ロ ジ搭載のセンサには電子部が内蔵されてお り 、 校正データ な らびに積算稼働
時間や極端な測定条件での稼働時間など多 く の情報を保存でき ます。 センサを接続する と、 セン
サデータが自動的に変換器に伝送され、 現在の測定値を計算する ために使用されます。 校正デー
タ を保存でき るため、 測定点に関係な く センサを校正する こ と が可能です。 
 ラ ボなどの最適な外部条件下でセンサを校正でき るため、 校正の品質が向上し ます。
 事前校正済みセンサを測定現場で迅速かつ簡単に交換でき るため、 測定点の可用性が著し く 向

上し ます。
 センサデータ を利用でき る ため、 測定点の メ ンテナン ス間隔を正確に判定でき、 メ ンテナン ス

の予測が可能と な り ます。
 センサ履歴は メ モベース Plus などの評価プロ グ ラ ムを使用し て記録でき ます。

入力

測定変数  pH 値
 ORP
 rH 値
 温度

測定範囲

pH ORP rH 温度

BB バージ ョ ン 0 ～ 14 -1500 ～ 1500 mV 0 ～ 42 0 ～ 140 ℃

（32 ～ 280 ˚ F）

BU バージ ョ ン 0 ～ 14 -1500 ～ 1500 mV 0 ～ 42 0 ～ 135 ℃1)

（32 ～ 280 ˚ F）

1) BU バージ ョ ン ： 滅菌の場合は最高 135 ℃、 連続運転中は最高 100 ℃ （212 ˚ F）

BP バージ ョ ン

（加圧）

0 ～ 14 -1500 ～ 1500 mV 0 ～ 42 0 ～ 140 ℃2)

（32 ～ 280 ˚ F）

2) BP バージ ョ ン ： 滅菌の場合は最高 140 ℃、 連続運転中は最高 100 ℃ （212 ˚ F）

（100 ℃以上では圧力損失が増加する ため）
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配線

変換器の接続 センサは測定用ケーブル CYK10 を使用し て変換器に接続し ます。

設置

取付手順  電極をねじ込む前に、 ホルダネジに汚れがな く ス ムーズに回るか確認し て く ださ い。
 電極に手できつ く 締め付けて く ださい （3 Nm） ！ （これは、 エン ド レ スハウザー製のホルダ

を取 り 付ける場合にのみ有効です。）
 使用する ホルダの取扱説明書に記載された設置方法にも注意し て く ださ い。

BP バージョンに関する特別な注意事項
電極の設定を行 う 前に、 接合部のシ リ コ ンシールを取 り 除 く 必要があ り ます。 シールを取 り 除か
ない限 り 、 システムは pH 値を適切に測定する こ と ができ ません。
1. 支給されるナイ フを使用し て、 接合部から シ リ コ ンシールを完全に取 り 除いて く ださ い。

2. 最適な精度を保証する ため、他のすべての pH 電極 と同様に、電極を標準液に 15 ～ 20 分間
浸漬させてから校正を実施し ます。

3. 電極を作動させます。

設置角度 BB、BP 電極バージョン
電極を逆向きに取 り 付けないで く だ さ い。 水平に対し て最低 15° 以上の傾斜角度が必要です。
これよ り 傾斜角度が小さい と ガ ラ ス球の中で気泡が発生し て、 pH 液絡膜が内部の電解液で完全
に湿潤されな く な る可能性があ るため許容されません。

BU 電極バージョン
この電極は上下逆向きの設置に適し ています。 あ らゆる角度で設置でき ます。

a0003350

測定用ケーブル CYK10

a0003133

BB および BP バージ ョ ンの設置角度

A 許容される取付方向

B 不適切な取付方向

a0005193

BU バージ ョ ンの設置角度は任意

15° 15°

A

B 360°
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環境

周囲温度範囲
注記

凍結によりガラスが破損する恐れがあります。
センサの故障 
 センサは -15 ℃ （5 ˚ F） 以下の温度では使用でき ません。

保管温度 0 ～ 50 ℃ （32 ～ 120 ˚ F）

保護等級 IP 68 （10 m （33 ft） 水柱、 25 ℃ （77 ˚ F）、 45 日間、 1 M KCl）

プロセス

プロセス温度範囲

プロセス圧力範囲

圧力温度定格

最小導電率 10 µS/cm

BB バージ ョ ン ： 0 ～ 140 ℃ （32 ～ 280 °F）

BU、 BP バージ ョ ン ： 0 ～ 100 ℃ （32 ～ 212 ˚ F）、
最高 140 ℃ （280 ˚ F） で 30 分間滅菌可能
滅菌サイ クル最低 30 回

BB バージ ョ ン ： 0 ～ 1.3 MPa （0 ～ 190 psi）

BU バージ ョ ン ： 0 ～ 1 MPa （0 ～ 145 psi）

BP バージ ョ ン ： 0 ～ 0.6 MPa （0 ～ 87 psi）

a0017203

圧力温度定格 CPS76D
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機械構造

外径寸法

質量 0.1 kg （0.22 lbs）

材質

プロセス接続 Pg 13.5

温度センサ NTC 30K

プ ラグイ ンヘ ッ ド デジ タル非接触式データ伝送用の メ モセン スプラ グ イ ンヘッ ド

リ フ ァ レンスシステム BB、 BU バージ ョ ン ： Ag/AgCl リ フ ァ レ ン ス リ ー ド、 拡張ゲル 3M KCl、 AgCl 含有な し、 pH/
ORP/ rH 測定用の共通 リ フ ァ レン ス、 イオン ト ラ ッ プ付き
BP バージ ョ ン ： Ag/AgCl リ フ ァ レン ス リ ード、 拡張ゲル 3M KCl、 AgCl 含有な し、 pH/ ORP/ rH
測定用の共通 リ フ ァ レン ス、 イオン ト ラ ッ プ付き、 加圧 0.6 MPa、 圧力イ ンジケータに表示

a0017212

構造

1 メ モセン スプラ グ イ ンヘッ ド 、 Pg 13.5

2 圧縮 リ ング付きバイ ト ン O リ ング
3 ガ ラ スシ ャ フ ト
4 白金丸型プレー ト （ORP エレ メ ン ト ）
5 pH ガ ラ ス膜
6 Ag/AgCl リ フ ァ レ ン ス リ ー ド - pH
7 イオン ト ラ ッ プ付き リ フ ァ レ ン ス

a0017211

 寸法

,1
6.

7
,4

25

電極シ ャ フ ト プロセスに適し たガ ラ ス

pH ガ ラ ス膜 タ イプ B

ORP 測定部 白金丸型プレー ト

接合部 セラ ミ ッ ク、 滅菌およびオー ト ク レーブ可能

金属 リ ード Ag/AgCl

ゲル ブ リ ッ ジ電解液、 ア ク リ ルア ミ ド含有な し
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認証と認定

防爆認定  ATEX II 1G Ex ia IIC T3/T4/T6 Ga
 IECEx Ex ia IIC T3/T4/T6 Ga
 ATEX/Nepsi II 3G Ex nL IIC

防爆仕様の メ モセン ステ ク ノ ロ ジ搭載デジ タルセンサは、 プラ グ イ ンヘッ ド にオレ ンジ / 赤
色の リ ングが付いています。

生体適合性 以下に準拠し て認定取得 ：
 ISO 10993-5:1993
 USP <87>、 寒天拡散試験および溶出試験

電磁適合性 EN 61326: 2006 準拠の干渉波の放出および干渉波の適合性

注文情報

製品ページ イ ン ターネ ッ ト でコ ン フ ィ グ レータ ツールを使用する と、 有効なオーダーコー ド を作成でき ま
す。

製品ページの リ ン ク ：
www.products.endress.com/cps76d

製品コ ン フ ィ グレータ 1. 製品ページの右側に以下のオプシ ョ ンが表示されます。

2. 「こ の製品の仕様を設定し て く ださい」 を ク リ ッ ク し ます。

3. 別のウ ィ ン ド ウでコ ンフ ィ グレータが起動し ます。 こ こ で機器を設定し て、 完全かつ有効な
オーダーコード を受け取る こ と ができ ます。

4. 次に、 オーダーコード を PDF または Excel フ ァ イル と し てエ ク スポー ト し ます。 そのため
には、 ページ ト ッ プにあ る対応するボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

メモセンス CPS76D
バージョン: 7 ･･ ･･ ･･ ･･ 標準
アプリケーションレンジ: BB ･･ ･･ ･･ 1 - 14pH; 0 - 135℃; 1ダイヤフラム; 1.3MPa; ORP -1500 - 1500mV; rH値

BP ･･ ･･ ･･ 1 - 12pH; 0 - 135℃; 1ダイヤフラム; 0.6MPa; ORP -1500 - 1500mV; rH値
BU ･･ ･･ ･･ 1 - 14pH; 0 - 135℃; 1ダイヤフラム; 1.0MPa; ORP -1500 - 1500mV; rH値
YY ･･ ･･ ･･ 特殊仕様, TSP-no.要問合せ

シャフト長: 2 ･･ ･･ 120 mm
4 ･･ ･･ 225 mm
5 ･･ ･･ 360 mm
6 ･･ ･･ 425 mm
9 ･･ ･･ 特殊仕様, TSP-no.要問合せ

認証: 1 ･･ 非防爆
G ･･ ATEX II 1G Ex ia IIC T3/T4/T6 Ga IECEx Ex ia IIC T3/T4/T6 Ga
9 ･･ 特殊仕様, TSP-no.要問合せ

>>マーキング: Z1 タグ (タグ)、追加仕様参照
Z9 特殊仕様, TSP-no.要問合せ

メモセンス CPS76D-
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アクセサリ
以下には、 本書の発行時点で入手可能な主要なア ク セサ リ が記載されています。
こ こ に記載されていないア ク セサ リ については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合
わせ く ださい。

ホルダ （選択） デ ィ ッ プフ ィ ッ ト  CPA111
 開放型および密閉型容器用の浸漬ホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00112C） を参照

デ ィ ッ プフ ィ ッ ト  CPA140
 非常に厳しいプロセス用のフ ラ ンジ接続付き pH/ORP 浸漬ホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00178C） を参照

ユニフ ィ ッ ト  CPA442
 食品、 バイオテ ク ノ ロ ジ、 医薬用の設置ホルダ、 EHEDG および 3A 認証
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00306） を参照

ク リ ーンフ ィ ッ ト  CPA471
 タ ン クおよび配管設置用の空気圧式または手動式 リ ト ラ ク タブルホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00217C） を参照

ク リ ーンフ ィ ッ ト  CPA472
 タ ン クおよび配管設置用のコ ンパク ト なプラ スチッ ク製 リ ト ラ ク タブルホルダ、 手動または空

気圧によ る遠隔操作可能
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00223C） を参照

ク リ ーンフ ィ ッ ト  CPA472D
 pH、 ORP、 その他の工業用センサの堅牢な リ ト ラ ク タブルホルダ、 手動または空気圧によ る遠

隔操作可能、 非常に耐久性の高い材質製のヘビーデューテ ィ バージ ョ ン
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00403C） を参照

ク リ ーンフ ィ ッ ト  CPA475
 滅菌状態のタ ン クおよび配管設置用の リ ト ラ ク タブルホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00240） を参照

ク リ ーンフ ィ ッ ト  CPA450
 タ ン クおよび配管に 120 mm のセンサを設置するための手動式 リ ト ラ ク タブルホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00183C） を参照

フ ローフ ィ ッ ト  CPA250
 Pg 13.5、 取付長さが 120 mm （4.72"） の pH/ORP センサを設置するための流通ホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00041C） を参照

フ ローフ ィ ッ ト  CPA240
 非常に厳しいプロセス用の pH/ORP 流通ホルダ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00179C） を参照

エコ フ ィ ッ ト  CPA640
 120 mm pH センサ用アダプタ
 製品構成に従って注文し ます
 技術仕様書 （TI00264C） を参照
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標準液 エンドレスハウザーの高品質標準液
エン ド レ スハウザーの DAkkS 認定標準液ラ ボ （DAkkS = ド イ ツ認定機関） で DIN 19266 に従っ
て、 PTB の一次標準物質および米国国立標準技術研究所 （NIST） の標準物質に ト レース される溶
液が二次標準液と し て使用されます。

ORP 技術標準液
 +220 mV、 pH 7、 100 ml （3.4 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY3-0
 +468 mV、 pH 0.1、 100 ml （3.4 fl.oz.）、 オーダー番号 CPY3-1

測定用ケーブル メ モセン スデータ ケーブル CYK10
 メ モセン ステ ク ノ ロ ジを使用し たデジ タルセンサ用
 製品構成に従って注文し ます

pH 値

A pH 2.00

C pH 4.00

E pH 7.00

G pH 9.00

I pH 9.22

K pH 10.00 （精度 ± 0.05 pH）

M pH 12.00 （精度 ± 0.05 pH）

容量

01 20 x 18 ml （0.68 fl.oz） 4.00 と  7.00 の標準液のみ

02 250 ml （8.45 fl.oz）

10 1000 ml （0.26 US gal）

50 5000 ml （1.32 US gal） Topcal S 用

証明

A 標準液の分析証明書

バージョン

1 標準

CPY20- 完全なオーダーコード





■ 仙 台 営 業 所
〒 981-3125
仙台市泉区みずほ台 12-5
Tel. 022(371)2511  Fax. 022(371)2514

■ 新 潟 営 業 所
〒 950-0923
新潟市中央区姥ケ山 4-11-18
Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■ 千 葉 営 業 所
〒 290-0054
市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ
Tel. 0436(23)4601 Fax. 0436(21)9364

■ 東 京 営 業 所
〒 183-0036
府中市日新町 5-70-3
Tel. 042(314)1922 Fax. 042(314)1945

■ 横 浜 営 業 所
〒 221-0045
横浜市神奈川区神奈川2- 8- 8 第1川島ﾋﾞﾙ
Tel. 045(441)5701 Fax. 045(441)5702

■ 名 古 屋 営 業 所
〒 461-0034
名古屋市東区豊前町 2-28-1
Tel. 052(930)5300　Fax. 052(937)1180

■ 大 阪 営 業 所
〒 564-0042
吹田市穂波町 26-4
Tel. 06(6389)2511 Fax. 06(6389)8182

■ 水 島 営 業 所
〒 712- 8061
倉敷市神田 1-5-5
Tel. 086(445)0611 Fax. 086(448)1464

■ 徳 山 営 業 所
〒 745-0814
周南市鼓海 2-118-46
Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■ 小 倉 営 業 所
〒 802-0804
北九州市小倉南区下城野 2-3-6
Tel. 093(932)7700　Fax. 093(932)7701

TI 00506C/33/JA/01.12
STAR/FM+SGML 10.0J

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

05.14/ TSP・ドキュメントグループ

エンドレスハウザー ジャパン株式会社


	メモセンス CPS76D
	機能とシステム構成
	測定原理
	計測システム
	通信およびデータ処理
	信頼性
	整合性

	入力
	測定変数
	測定範囲

	配線
	変換器の接続

	設置
	取付手順
	設置角度

	環境
	周囲温度範囲
	保管温度
	保護等級

	プロセス
	プロセス温度範囲
	プロセス圧力範囲
	圧力温度定格
	最小導電率

	機械構造
	外径寸法
	質量
	材質
	プロセス接続
	温度センサ
	プラグインヘッド
	リファレンスシステム

	認証と認定
	防爆認定
	生体適合性
	電磁適合性

	注文情報
	製品ページ
	製品コンフィグレータ

	アクセサリ
	ホルダ（選択）
	標準液
	測定用ケーブル




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




